








































































































































































































































日程)(3).休息 ･休養条件 (休息 ･生活環境)(4).







休 日 日勤務 準夜勤務後 深夜勤務前 深夜勤務後
寝付きがよい 7(58%) 7(70%) 4(67%) 4(50%) 4(50%)
雇付かれないことが多い 3(25%) 3(30%) 2(33%) 6(75%) 6(75%)
眠りが深い 7(58%) 8(80%) 5(83%) 3(38%) 3(38%)
眠りが浅い 3(25%) 2(20%) 1(17%) 6(75%) 6(75%)
夢をよくみる 2(17%) 2(20%) 1(17%) 5(63%) 5(63%)
なかなか起きられない 4(33%) 1(10%) 2(33%) 3(38%) 5(63%)
起きた後頭が重い 3(25%) 1(10%) 1(17%) 3(38%) 3(38%)
気分が悪い 0(0%) 0(0%) 0(0%) 1(13%) 2(25%)
体の調子がよくない 1(8%) 0(0%) 1(17%) 1(13%) 4(50%)
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